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■ ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みの上、製品を安全に正しくお使いください。 

■ 安全上の注意事項を下記の様な表示で記載しております。 表示の内容をよく理解してから本文を 

お読みください。 

■ お読みになった後は、いつでも見られるところに必ず保管してください。 

■ 製品管理・品質改善のため、予告なく製品に管理番号、管理コード等を貼らせていただく場合が 

ございます。予めご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全に使用していただくために 

・乾電池を火の中に入れないこと。また分解、改造しないこと。 

・乾電池のプラス、マイナスを逆に接続したり、短絡させたりしないこと。 

・内部へ水や異物を入れないこと。 

・本器を分解、改造しないこと。 

・本器の上に乗ったり、物を置いたりしないこと。 

・本器を使用する場合、セーフティコーン等により測定ポイントの安全性を確保し、通行車両には充分 

注意してください。 

・本器を規格電圧以上の電力線に接続しないこと。 

・本器は完全防水仕様ではありません。水の中に入れないでください。 

また内部へ水が入った時には、良く乾かしてから使用してください。 完全に乾いていないと、誤動作の 

原因となります。 

・本器を落としたり、強い衝撃・振動を与えたりしないでください。 

・長期間使用されない場合は、乾電池を取り出してください。 

・機器から取り出した電池ボックスは金属物の近くに保管しないでください。 端子のショートにより発火、 

やけど、故障の原因となります。 

・電池残量が不足になった場合は速やかに交換してください。 そのままお使いになりますと、誤測定となる 

可能性があります。 

・新旧の乾電池、違う種類の乾電池を混在して使用しないでください。 

・乾電池を使いきった時は、乾電池を取り出してください。 

・本器を埃や湿気の多い場所、火の近くなどの極端に高低温の場所に置かないでください。 

・本器に異常があったときには使用しないでください。 

・本器が汚れた場合は、水などをかけて洗わないでください。 

また、有機溶剤等は機器が損傷する場合がありますので使用しないでください。 

よく絞ったぬれタオル等で汚れを拭き取ってください。 

危 険  !  

注 意  !  
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本器は地中に埋設されたケーブル／金属管路を地上から位置と深度を測定する高性能測定器です。 

長年に渡る埋設物探知器の開発技術と、最新のデジタル技術によって安定した精度の高い探索が可能

です。 

 

◎ 測定原理 

地中のケーブル／金属管路に電流が流れているとき、その周囲には磁界が発生します。その磁界を受信器で探知する

ことにより、埋設物の位置と深度（及び電流指数）を地上から測定することができます。 

 

 

 

 

 

送信器を使用して信号電流を流す方法には直接に接続する方法と、電磁誘導を利用する間接法があります。 

間接法の場合、誘導させた信号電流は埋設物と大地間で流れます。この場合、信号電流はシールド部のみを通る 

ため、通信障害等を発生させません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 特徴 

■ 周囲のノイズをカットして直下の信号のみを受信する差動コイル方式を採用 

■ ３種類の位置測定方法 

全測定：最大法、最小法、埋設方向、連続深度を同時に測定。（誤測定の防止機能付） 

最小法：矢印が指示する方向の感度最小点を探索する方式。スイッチ操作不要。（誤測定の防止機能付） 

最大法：感度の大きい場所を探索する方式。高精度。 

■ ３種類の深度測定方法 

０－５ｍ  ：間接法送信時、管路の端末、分岐点等で精度の良い深度測定が可能 

０－３０ｍ ：高深度及びガードレール・フェンス等の近辺で安定した測定が可能 

連続深度測定：位置測定と同時にリアルタイムの深度変化の確認が可能 

■ ４周波（512Hz、9.5kHz、38kHz、80kHz）の信号を用途に合わせて送信でき、多種の埋設物に対応 

■ 商用周波（50/60Hz、100/120Hz）、自然磁界（9k～33kHz）の検知により受信器のみでも測定可能 

■ サーチ機能により自然磁界（9k～33kHz）から最適の周波数を自動で選択 

■ データログ機能：測定データを最大４００件記録 （記録はスクロールして表示可能） 

：測定データを直接スマートフォンに転送して管理する事も可能 

■ オプション（ロケーティング・ロッド、Ｖ管探索プローブ）を使用することで非金属管の探索も可能 

１． 製 品 概 要 

信号電流 

磁界 

管路 

送信器 

送信磁界 接地点 接地点 
帰還電流 

信号電流 

＊差動コイルのモデル図 

 

◎ 新機能  定評のあるMPL シリーズに次の機能が追加されています。 

■ スマートフォンとの連動： ①スマートフォンに測定データを転送してマップ表示ができます。 

②スマートフォンから送信器の遠隔操作ができます。 

■ ＣＤ機能    ：送信電流の方向を表示して、目的の埋設物か否かを判別できます。（直接法のみの機能） 

■ 自己診断機能  ：機器の簡易点検を自動で行います。 

■ バイブレータ機能：測定位置が直上付近のときに、バイブレータの振動と▲マーク表示で伝えます。 

 
 

信号電流 
磁界 
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製 品 名 数 量 備      考 

◎ 標準構成品 

送信器 １台 付属品：単一アルカリ乾電池 ×８本 

受信器 １台 付属品：単三アルカリ乾電池 ×６本 

取扱説明書 １部 本書 

収納バッグ １式 
寸法：690mm×330mm×145mm 

ショルダーベルト付 

◎ 添付品（構成Ｔ：通信・電力業者様向け） 

外部コイル 38kHz 用  １台 ケーブル長：５ｍ 

外部コイル 9.5kHz 用 １台 ケーブル長：５ｍ 

外部コイル操作棒 １台 全長： ０．６～２．２ｍ 

◎ 添付品（構成Ｇ：ガス・水道業者様向け） 

直接法リール １台 ケーブル長： ５ｍ 

アース棒 １本  

直接法用マグネチック接続コード １本 ケーブル長： １ｍ バルブヘッドや鉄管への接続用 

 

 

２． 製 品 構 成 

◎ 標準構成品 

受信器 取扱説明書 収納バッグ 送信器 

アース棒 直接法用マグネチック 

接続コード 

外部コイル 

(38kHz,9.5kHz) 

直接法リール 

◎ 添付品（構成Ｔ） ◎ 添付品（構成Ｇ） 

外部コイル 

操作棒 
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オプション 

製 品 名 備     考 

外部受信センサ センサ部：約60 ㎝ 

ミニプローブ（V 管探索プローブ） 38kHz 用、512Hz 用、850Hz 用があります。 

付属品：リチウム電池（CR2）×１本 

ロケーティング・ロッド 全長：130m、約13kg、付属品：ｶﾊﾞｰ・接続ﾅｯﾄ 

ロケーティングロッド・ミニ 全長：50m、約3.5kg、付属品：固定用ベルト 

外部コイル 80kHz 用 ケーブル長：５ｍ 

光ファイバー用小型外部コイル 38kHz 用、ケーブル長：５ｍ、コイル部：120g 

立上り管用外部コイル 38kHz 用、ケーブル長：５ｍ 

送信器用リチウムイオン充電池 充電器付き  ※開発中 

イヤホン  騒音環境での作業用 

大型クリップ 直径６０mm 以下の金属管に接続可能 

 

  

ミニプローブ512Hz/850Hz 

ロケーティング・ロッド 

◎ オプション 

ロケーティングロッド・ミニ 外部コイル(80kHz) 

立上り管用外部コイル 
光ファイバー用 

小型外部コイル 大型クリップ 

外部受信センサ ミニプローブ 38kHz  
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３． 送信器の基本操作 

スイッチ 

説明書の部分は反射材を使用 

a) 電源のＯＮ／ＯＦＦ・・・・  電源  を押します。 

 

b) 電池残量チェック ・・・・  電池/設定  を押します。電源ＯＮの後にも、電池残量を３秒間表示します。 

 

c) 送信周波数の設定 ・・・・  周波数  を押します。 

 

d) 送信出力の設定  ・・・・  ＋   － を押します。 

 

e) 各種設定 
 

①  電池/設定  を押しながら  ＋ を押すと、照明の点灯／消灯が設定できます。  
 

・・・点灯        ・・・消灯 

 

②  電池/設定  を押しながら  － を押すと、ブザー音を設定できます。 
 

・・・全てのブザー音が出力されます。 

・・・動作確認音（１５秒毎のビープ音）を禁止します。 

・・・ブザー音を禁止します。（スイッチのクリック音を除く） 

               設定するには  電池/設定 と － を２秒間押し続けてください。 

 

◎ 基本操作 

 

38kHz 9.5kHz 9-38kHz 

80kHz 512Hz 

バーグラフ：出力や電池残量を表示 

照明 

点灯 

ブザー音 

設定 

周波数、出力、 
電池残量を表示 

電池残量10%以下
の時に表示 

表示器 

◎ 各部の説明 

スイッチ 表示器 

電池室 

電池の残量が無くなったときは 

全ての乾電池を新しいものと 

入れ替えてください。 

 （単１アルカリ乾電池×８本） 

電池残量０％ 

乾電池の向きに注意 

閉まる 

開く 

 

電池の向き（極性）に注意してくださ

い。逆向きに入れますと液漏れ等に 

より故障の原因となります。 

 

機器を長期間使用されないときは、 

電池を取り出して保管してください。 

  注 意 

外部コイル、直接法リールを接続します。 

使用されないときは、ゴムキャップをはめておいてください。 

出力端子 

電池室 

◎ 電池交換 

 

C D 
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表示器・スイッチ 

電池室 

バーグラフ 

受信感度 

測定方法 

増幅度 

音量 

照明 

電池残量 

オーディオ出力端子 

(イヤホン用) 

受信周波数 

センサ接続端子 

  （外部受信センサ用） 

通信用コネクタ 

（サービス／メンテナンス用） 

 

 

４． 受信器の基本操作 

◎ 基本操作 

a)  電源  ・・・・電源の入／切をします。  ※操作しないで５分間経過しますと節電のため自動的に電源が切れます。 

 

b)  ― （感度／選択） ・・・感度調整：最大法・自動調整のとき、受信感度を自動調整します。 

                             最大法・手動調整のとき、受信感度を下げます。 

    ＋ （ノイズ／記録）・・・感度調整：最大法・手動調整のとき、受信感度を上げます。 

                        ノイズ値：位置測定時に押し続けている間はノイズ値を表示します。  

              記  録：深度測定時に測定値記録や表示に使用します。 

 

c)  深度 ・・・・・精密深度と電流値を測定します。 

 

d)  周波数 ・・・・受信周波数を選択します。 

 

 

 

e)  測定方法 ・・・位置測定の測定方法を選択します。 
 

 

 

 

f)  設定 ・・・スマートフォンとの通信および各種設定します。 

①  設定 を押すと、最初はスマートフォンとの通信状態の画面になります。 

スマートフォンとの接続中は BLE On と表示されます。  設定  で次に進みます。 

②  ―  で照明(LITE)のOn / OFF を選択、 設定 で次に進みます。 

③  ―  で音(SPK)のOn-1(小) / On-2(大) / OFF を選択、 設定 で次に進みます。 

④  ―  で深度モード(DEP)を選択、 設定 で次に進みます。 

 

80kHz 38kHz 9.5kHz 850Hz 512Hz 120Hz POW RAD 

全測定 最大法 最小法 

◎ 各部の説明 

正面の矢印ラベルに反射材を使用 

０－５ｍ ：間接法、管路の端末付近の探索、深度測定範囲 0～5m 

０－３０ｍ：深度５ｍ以上の探索、ガードレール・金属フェンス等の近くの探索、深度測定範囲 0～30m 

 

CD 

   注 意 
間接法を使用される場合、深度モード(DEP)は  0 -5m を選択してください。 

 0-30m は送信器に近い場所での深度誤差が大きくなります。 

▲マーク 
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・アルカリ乾電池を使用してください。 

 アルカリ乾電池以外の使用は測定誤差の原因

となります。 

・電池の向き（極性）に注意してください。 

 逆向きに入れますと液漏れ等により故障の原

因となります。 

・機器を長期間使用されないときは、電池を取り

出して保管してください。 

電池残量０％ 

開ける 

 

  注 意 

◎ 時計の調整  

データ記録には内蔵時計の時間が使用されます。電源ＯＮ時の時計表示を確認してください。 

 調整方法： 設定 を押しながら電源をＯＮすると、時計調整モードになります。以下の操作で調整してください。 

        ―   ：日時を戻す。    ＋   ：日時を進める。   設定 ：次に進める 

◎ 電池交換 

電池の残量が無くなったときは全ての乾電池を新しいものと入れ替えてください。 

  （単３アルカリ乾電池×6 本） 

 設定 の続き 
 

  ⑤  ―  で感度調整(GAIN)の自動(AUTO)／手動(MANU)を選択。（詳細は６－1．④を参照） 

  設定  で次に進みます。 

  ⑥  ―  でプローブ測定の選択.。通常測定は PRB OFF、V 管探索プローブの使用時は PRB On を選択。 

  設定 で次に進みます。 

  ⑦  ―  でバイブレータ機能(VIB)のOn-1 / On-2 / OFF を選択。 

最大法と全測定において、受信感度が設定レベル以上になるとバイブレータが振動します。 

設定レベル On-1：感度30%以上、On-2：感度60%以上、 OFF：バイブレータ無し 

      設定 を押すと通常測定に戻ります。 

 

※深度モード以外の設定は電源を切っても記憶されます。 

プローブのアイコン 

バイブレータ機能は80kHz、38kHz、9.5kHz の3 周波のみで使用できます。 

また、最小法では使用できません。 
  注 意 
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送信方法の選択 

送信方法 送信原理 注意事項 

間接法送信  

送信器本体から出力される磁界を埋設物

に誘導させる方式です。送信器を目的の埋

設物の直上、またはその付近に設置して使

用します。 

 

測定対象：金属管路／ｹｰﾌﾞﾙ全般 

 

受信器－送信器は１０ｍ離してください。 

近接管路を識別するときは外部コイルを

使用してください。 

 

 

受信器の深度を初期設定の  0-5m で 

使用してください。 0-30m では測定 

誤差が大きくなります。 

 

外部コイル法送信  

原理は間接法と同じですが、目的とする管

路／ケーブルへ外部コイルを直接取り付

けることで、他の埋設物との識別が可能で

す。 

 

測定対象：外部コイルが取り付け可能な

金属管路・ケーブル 

※導通がなくても使用できます 

 

受信器－送信器は５ｍ離してください。 

外部コイルは防水処理がされています。 

製品構成によってはオプションとなりま

す。 

直接法送信  

クリップを目的物に接続して、送信器出力

を直接目的の埋設物に加える方法です。 

 

測定対象：クリップで直接導通できる

金属埋設物 

 

出力とアースにクリップ接続が必要です。 

製品構成によってはオプションとなりま

す。 

 

 

 

Ｖ管プローブ法送信  

磁界を発生する小型送信器（Ｖ管探索プロ

ーブ）を空き管路に挿入して測定する方法

です。 

 

測定対象：非金属管（空き管） 

 

周波数は 38kHz、850Hz、512Hz があり

ます。 

用途に合わせて選択してください。 

ロケーティング・ロッドによる送信  

空き管路（金属管、非金属管）にロケーテ

ィング・ロッドを通線して直接法で送信す

る方法です。通線材には導電性に優れたカ

ーボンファイバーを使用しています。 

 

 

 

※ロケーティング・ロッドはオプション 

です 

 

５． 送信方法 

管路／ケーブルに信号を送信する方法には、それぞれ長所・短所があります。  

探索する現場の状況により最適な方法を選択して使用してください。 

磁界 

信号 

信号 

磁界 

信号 

  危 険 

250V 以上の電力線に接続しない

でください 

  注 意 

※Ｖ管探索プローブはオプションです 
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周波数の選択 

測定は基本の３８ｋＨｚより始めると効率よく作業できます。 

各周波数には下表のような特性がありますので用途に合わせて選択してください。 

周波数 間接法 
外部 

ｺｲﾙ法 
直接法 

環境条件の影響 
用 途 使用するポイント 

金属物 ノイズ 

38kHz ◎ ◎ ◎ △ ○ 全ての用途 

どのような環境でも使用できます。受信感度が弱

いときや、不安定等のときは、他の周波数を選択

してください。 

80kHz ○ ◎ ◎ 

△ 
影響を受け

やすい 

△ ガス管、水道管 
誘導が強いことが特徴です。送信信号が伝わりに

くい場合に使用すると有効です。 

9.5kHz 
 

○ ○ ◎ ○ ◎ 
金属物の近く 

電力設備の近く 

他の周波数がノイズ等で安定しないとき、フェン

ス等の金属物の付近で探索するときに使用しま

す。 

512Hz 
CD 

*850Hz 
× × 

○ 
端末アー

スが必要 

◎ △ 
金属物の近く 

金属物の下 

管路内や路面上の金属物の影響を避けたいとき

に使用すると有効です。直接法又はV管探索プロ

ーブで使用できます。 

◎：最も良い ○：良い △：不向き ×：対応していない    *850Hz はオプションです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埋設物の状態と周波数について 

■ 端末のアース条件が良い場合、信号電流はアース地点まで流れます。 

この場合、周波数の低い９．５ＫＨｚまたは５１２Ｈｚは減衰が少なく、測定可能距離が伸びます。 

途中で他のアース点がなければ数ｋｍの送信が可能です。 

 

大地に漏れる電流は８０ｋＨｚが最も多く、５１２Ｈｚが最も少ない 

帰還電流 

送信信号電流 

アース 

■ 端末のアースがない場合は大地への漏れにより電流が流れます。 

周波数が高い３８ｋＨｚまたは８０ｋＨｚの方が測定に有利です。 

 
信号が減衰するため、全長に対して 

先端１／３の測定は困難になります 

アース無し 

※ロケーティング・ロッド等の通線器を使用して直接法送信を行う場合は、長めに通線すると測定精度を良くできます。 
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５－１．間接法送信 

間接法送信の表示 

① 送信器の設定 

出力端子に何も接続しないときは、自動的に

間接法に設定されます。 

送信器内部の発信コイルから 

磁界が出力されます 

② 周波数の選択 

  80kHz, 38kHz, 9.5kHz が使用できます 

周波数 

 38kHz  9.5kHz  80kHz 

※受信器は送信器と同じ周波数に設定します。 

 

③ 出力の設定 ・・・・深度、位置が不明の場合には最大出力（１００％）に設定します 

 

バーグラフと数値で

出力を表示します 

 

■ 最大出力の場合、電池の消耗が早くなります。低深度・短距離の探索をする場合は、出力を５０％以下にすると 

電池が節約できます。 

■ 出力を７５％以上に調整した場合、電源を切ると７５％に自動設定されます。 

 

④ 送信器の設置 

送信器を目的の埋設物の直上、またはその付近に置きます。 

マンホール位置等から

予想される管路位置 

送信器はマンホール／ハンドホールなど

の鉄蓋の上に置かないでください。 

発熱や電池の消耗の原因になります 

コイル  

 

９０° 

  埋設物に対する設置方向 

 送信器は、管路方向に対して直角となるよう設置してください。 

９０° 

※出力値は５％、２５％、５０％、７５％、１００％と上下します。 

10m 以上離してください 

   注 意 

送信器単体で使用する送信方法です。 
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マンホール付近での設置位置 

  送信器は、管路方向に対して直角となるよう設

置してください。 

マンホール／ハンドホールの付近に設置するときは、探索場所に近い側へ置きます。 

送信器 

信号  信号 

測定時の注意 

① 受信器の深度モード設定は  0-5m  を選択してください。 

  0-30m では測定誤差が大きくなります。 
 

② 送信器からは管路に誘導する磁界の他、前後左右に磁界が出ています。 

   正確な探索をするためには送信器と受信器の間隔を１０ｍ以上、 

または深度の５倍以上の離隔距離を保ってください。 

0 - 5m 

周囲に出る磁界 

10m 以上離す 

管路に誘導する磁界 
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５－２．外部コイル法送信 

① 送信器の設定 ・・・・送信器に外部コイルを接続すると、自動的に外部コイル法に設定されます。 

コネクタの溝を上にして接続します 

  外部コイル法送信の表示 

※外部コイル法への切替は、電源の入／切に

関係なくできます。 

※出力値は５％、２５％、５０％、７５％、１００％と上下します。 

10m 以上離してください バーグラフと数値で

出力を表示します 

 

② 出力の設定 ・・・・深度、位置が不明の場合には最大出力（１００％）に設定します。 

 

※周波数も外部コイルに合わせて自動設定されます。 

磁界を発生する小型コイルを測定対象物へ直接取り付ける送信方法です。 

目的物のみに信号を誘導させるため、精度の高い測定が可能です。 

※製品構成によって外部コイル、外部コイル操作棒 はオプションとなります。 

出力下げる 

10m 以上離

してくださ

い 

出力上げる 

10m 以上離

してくださ

い 

■ 最大出力の場合、電池の消耗が早くなります。低深度・短距離の探索では、出力５０％以下にすると電池が 

節約できます。 

■ 出力を７５％以上に調整した場合、電源を切ると７５％に自動設定されます。 

 

磁界 

③ 外部コイルの取付方法 ・・・・アームを広げて、管路／ケーブルに押しつけます。 

 

取り付け向きに注意！ 外部コイルは左図のように

ケーブルをアームで抱えた

格好で取り付けてください。 アーム 

ケーブル：最大直径10cm 発信コイル 

④ 外部コイル操作棒の取付方法 ・・・・手の届かない場所に使用します。 

(1) 締付ツマミをゆるめて、外部コイル台を自由にします。 
 

(2) 外部コイルに外部コイル台のネジをいっぱいにねじ込みます。 

操作棒全体を回さなくても外部コイル台単体で回すことができます。 
 

(3) 外部コイルの向きを決め、締付ツマミを締めて固定します。 

 

 

締付ツマミ 取付用ネジ穴 
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ビニール管の 
場合は取付ＯＫ 

金属パイプの場合は、ケーブルが露出

している所に取り付けます 

 

 

立上がり管への取り付け 

 

  注 意 

外部コイルから出る磁界が測定に影響す

る場合があります。  

正確な測定のために、外部コイルから５ｍ

以上離れてください。 
高所には外部コイル操作棒

を使用します 

最大法表示が［- - - ］の 

まま変わらないときは、

外部コイルから離れてく

ださい。 

５ｍ以上
離れます 

なるべく探索場所に 

近い側へ取り付けます 

ケーブルがアースされていると、信号は

アース点の方に流れます 

マンホール内への取り付け 

 

 外部コイルは防水処

理されており、水の溜

まっている所でも使用

できます 

深部には外部コイル

操作棒を使用します 
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５－３．直接法送信 

コネクタの溝を上にして接続します。 

先に必要な長さだけケーブルを 

引き出しておいてください。 
  直接法送信の表示 

① 送信器の設定 ・・・・送信器に直接法リールを接続すると、自動的に直接法に設定されます。 

※直接法への切替えは、電源の入／切に

関係なくできます。 

測定対象へ直接に接続して信号送信する方法です。 

※製品構成によっては直接法リール、アース棒、マグネチック接続コードはオプションとなります。 

② 周波数の選択 

※受信器は送信器と同じ周波数に設定します。 
 

 9-38kHz  の場合、受信器は9.5kHz、38kHzの 

どちらでも受信できます。 

周波数 

 38kHz  9.5kHz  9-38kHz 

 512Hz  80kHz 

直接法を行う場合、送信対象は必ず導通がとれる金属パイプ・ケーブル 

である必要があります。 

水道管、ガス管の場合、管が絶縁されている場合がありますので、 

注意してください。 

 

※ 後述の「アース接続の良好」「直接法接続良好」のマークが出ない場合、 

クリップの接続を見直してください。 

サビ・ペンキ等で導通が無い場合があります。 
マンホール内の鋼管 

③ クリップの接続 

アース棒 

アース棒は地面に 

打ち付けます。 

舗装路面のみで地面が露出していない場合は、 

赤クリップ 

黒クリップ 

電気の導通がある所
に取り付けます。 

マンホール／ハンドホールの口元に 

黒クリップを付けてください。 

ガス管や水道管などのバルブヘッドから送信する場合は、赤クリップの先に 

マグネチック接続コードを接続してご使用ください。 

先端の磁石をバルブヘッドに接触させるだけで、簡単に導通をとることがで

きます。 

マグネチック接続コード 

  C D 
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⑥ 出力の調整 ・・・・状況に応じて出力の調整を行ってください。 

 直接法 

 接続良好 

・ 調整  を押すだけで最適な出力に自動調整します。 アース接続確認 の操作でも同じ調整になります。 

   初期状態では  5ｍＡ  に調整されます。 
 

・ －   ＋  を押すと、出力設定値が 

 2ｍＡ 、 5ｍＡ 、 15ｍＡ 、 50ｍＡ 、 100ｍＡ 、 最大出力   

 と切り替わります。 
 

・深度の浅い埋設物を測定する場合など、受信器が「OVER」表示になるときは、  

 －  を押して出力を下げてください。 
 

・長距離のルート探索、深度３ｍ以上の探索を行う場合など、受信器が「LOW」表示になるときは 

 ＋  を押して出力を上げてください 

④ アース接続確認 ・・・・ 調整 アース確認 を押している間、画面にアース状態を表示します。 

赤黒クリップの間の抵抗を測定して、バーグラフで表示します。 

バーグラフが伸びない場合は接続部のサビや汚れを取り除くか、別の場所にクリップを接続してください。 

アース接続は良好です。 

 

アース接続が良くありません。 

断続音は３０秒間鳴りますが、 調整  を押すと途中で停止します。 

ブザー音を  BZ－０  設定にしますと断続音は鳴らなくなります。 

※出力の調整の後に断続音が出る場合もあります。 

⑤ 出力の確認 ・・・・信号出力が一定以上になると接続状態の良好をピピピと断続音で知らせます。 

押している間、右図の表示に 

なります。指を離すと通常動作 

に戻ります。 

 

■ アース接続確認と直接法接続良好の違いについて 

アース接続確認は接続抵抗を測定しており一定の値です。 

   直接法接続良好は送信出力量（電流値）の大小で判定していますので、出力調整で変化します。 

   

■ ロケーティング・ロッド（オプション）などの通線器をご使用の場合 

ロッド先端をアース接続しない状態では、アース接続確認のバーグラフは良好になりません.。ただし 

ロッドと大地間の静電容量によって信号が大地に流れるため、先端部周辺以外では測定可能です。 

電力線への接続の場合 ・・・必ず電圧チェックをしてください。 

電圧２０Ｖ以上・・・・電圧を表示  ２５Ｖ以上・・・・警報音が鳴ります 

 調整  を押すと警報音は停止します。 

※   ５１２Ｈｚ の場合、安全のため、電圧を検知すると出力を自動でカットします。 

 

ＡＣ２５０Ｖ以上の電力線にクリップを接続しないでください。   危 険 

  注 意 
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CD 機能は複数の管路／ケーブルが平行している場合に、目的の管路／ケーブルを判別するのに 

役立つ機能です。CD 機能は直接法のみ使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－４．直接法送信（ＣＤ機能） 

① 送信器と受信器の周波数を  CD  に選択します。 

 

 周波数   を押します 

受信器 

直接法リールを接続 
します。 

送信器 

 赤クリップ 

a) 目的の埋設物に送信器の赤クリップを接続し、送信器から CD 信号を送信します。 

b) 受信器をCD 信号が流れる方向に向けて置きます。（下図参照） 

c)  感度 ボタンを、 Cd SET と表示されるまで押し続けます。 

  

左図の画面表示で、初期化完了です。 

 

受信器の向き 

 Ｆは前方を示します 

ヨー角の指針を３本表示します 

ＣＤ信号の流れる方向と受信器の方向が同じ場合 

ＣＤ信号の方向 

 

ＣＤ信号の方向 

 

② 信号方向を初期化します。 

 黒クリップ 

信号の流れる方向 

③ 測定中の受信画面の説明 

 B は後方を示します 

ヨー角の指針を１本表示します 

ＣＤ信号の流れる方向と受信器の方向が逆向きの場合 

▲を表示 

します 
▲表示は 

ありません 

受信器の方向 受信器の方向 
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アース点 

信号方向 

  

④ ＣＤ機能の測定原理 

初期化すると、受信器はその

時の信号方向を記憶します。 
 

その後、測定した信号方向が

初期化時と同じ場合は、前方

の表示となります。 

信号方向 

信号方向 

平行した管路／ケーブル 

一部の信号電流は管路／ケーブル 

から大地に漏れて流れます。 

漏れた信号電流は 

送信器のアース点に 

向かって流れます。 

信号電流は送信器の 

アース点に戻ります。 

信号電流は地中の電流の流れやすい場所を通ります。 

平行した管路／ケーブルや金属の構造物があれば、そこを通って流れます。 

戻りの信号は逆方向 

なので後方表示と 

なります。 

⑤ ＣＤ機能使用時の注意点 

受信器は常に同じ方向を向けて測定してください。 

同じ場所であっても、受信器を逆に向けて測定すると、画面表示は逆方向になります。 

 

信号方向 

送信器 

初期化 

正 誤 

？ 

受信器の方向 

受信器の方向 

受信器の方向 
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スパーク防止機能は、直接法送信において直接法リールの接続状態を監視して、不要な出力電圧を

抑制する機能です。 

 

① スパーク防止機能の表示 

直接法の起動時、または他の送信方法から直接法送信に切替った時、スパーク防止機能がON 設定となっている

場合は、次のように表示されます。 ※工場出荷時はOFF 設定になっています。 

 
 
 

 

 

② スパーク防止機能の設定方法 

電源起動後の電池残量表示のときに － （出力下げる）を押すと、 SP-1 または SP-0 が表示されて、 

スパーク防止機能の設定モードになります。 

 ＋ を押すと  SP-1 （ON 設定）、  ―  を押すと  SP-0 （OFF 設定）になります。 

電源をOFF にすると設定を記憶します。 

 

③ スパーク防止機能 ON 時の操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ スパーク防止機能 ON 時の出力 

・送信電圧：最大約18 VAC 

・出力電流：9.5kHz、38kHz、80kHz・・・・最大 約50 mA 

512Hz        ・・・・最大約170 mA 

CD          ・・・・最大約100 mA 

※より大きな出力が必要な場合はスパーク防止機能を OFF 設定にしてください。 

  

５－５．直接法送信（スパーク防止機能） 

送信器に直接法リールを接続します。 

送信器の電源をON にします。スパーク防止機能の SP-1 の表示を確認します。 

直接法リールの黒クリップをアースに、赤クリップを探索対象物に接続します。 

出力電圧は最小に設定されています。 

 

 調整 を押すと、出力は初期設定の電流値：５ｍＡに調整されます。 

送信電流を増やす場合は ＋ を、減らす場合は － を押してください。 

 

クリップを探索対象から外すと、安全のため送信出力はリセットされます。 

作業を続ける場合は最初の手順から行ってください。 

※周波数の切替え操作の場合も、送信出力はリセットされます。 
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 全測定 最小法 最大法 機能説明 

表示アイコン     

バーグラフ 最大法 最小法 最大法 直上検知のためのグラフ表示 

感度表示 ０～１００％ ０～９９９９ ０～１００％ 信号受信状態を数値で表示 

左右方向表示 有 有 無 埋設の左右方向を表示 

埋設方向表示 有 有 無 ひねり方向(ヨー角）を表示 

連続深度表示 有 有 無 深度測定値を連続表示 

用  途 多目的 
ルート探索 

金属物周辺 

短距離探索 

間接法 

 

    （注意）連続深度表示は埋設深さの変化をリアルタイムで確認するための簡易測定です。 

        精度を必要とする場合はボタン操作による精密深度測定を使用してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６． 位置測定  

 正しい位置測定のため、位置測定の基本を守ってください。 

（基本１） 位置測定における受信器の向き 

 

探索方向 

探索方向 

位置測定の方法 位置測定には３つの測定方法があります。用途に合わせてご使用ください。 

左右方向指示 

連続深度表示 

バーグラフ 

デジタル 

水準器 

測定画面の説明（全測定の場合） 

測定方法の 

表示アイコン 

埋設方向指示 

感度表示 
 

埋設方向 

（基本２） 受信器は水平に動かしてください。 

斜面ではデジタル水準器の 

表示を参照ください。 

 

※１段で約15度、２段で 

約30度の傾きです。 

正しい操作方法 受信器を振らないでください。 

正確な位置測定が出来ません。 

（基本３） 受信器を大地に垂直にしてください。 
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全測定は最大法のバーグラフ、最小法の左右方向、埋設方向、連続深度と全てを同時に 

表示します。 

 

６－１．全測定 

① 全測定の開始 

全測定を選択 

します  
  測定方法   

 を押します 

全測定の特徴 

・バーグラフ：最大法測定の感度を表示。 

差動コイルを使用しており高精度です。 

・左右方向表示：最小法による方向指示。 

・埋設方向表示：ひねり方向（ヨー角）を指示。 

・連続深度測定：深さの変化を常時確認できます。 

 左右位置の違いによる誤差を補正する機能を搭載 

 しています。 

 

② 埋設方向の探索 

 

 
下図のように画面の埋設方向指示に従って、受信器

のひねり方向を中央に合わせます。 

連続深度は埋設方向を中央付近に合わせたときに 

表示されます。 

  埋設方向  

  0% 

 30%  - - - 

  0% 

 70%  - - - 

受信感度が最大となる位置、

方向が埋設管路の直上です 

③ 埋設位置の探索 

 

 30% 

範囲外の時は
感度を表示し
ません。 

範囲外の時は感度を 

表示しません。 

（誤測定防止機能） 

矢印で方向を指示します 

深度とほぼ同じ距離 深度とほぼ同じ距離 

埋設管路 

1.5ｍ 

3.0mA 

連続深度と電流指数が 

自動で表示されます 



- 20 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 70% 

50% 50% 

 100%       
100% 

30% 30% 

受信感度が７０％に調整されます 

受信感度の調整を行うと、測定回路の増幅度が変わります。 

増幅度を１段上げると感度は約１０％増、２６段で約１０倍の感度増

加になります。（最小値=０、最大値=９９） 

埋設物に流れる信号強さの目安にもなり、増幅度が大きいほど信号は

弱く、小さいほど信号は強いと判断できます。 

④ 受信感度の調整 ２通りの方法をモード設定で選択する事が出来ます 

A) 手動調整モード（MANU）の場合 

 

B) 自動調整モード（AUTO）の場合 

 

 ＋ を押すと受信感度が上がります。 

 － を押すと受信感度が下がります。 

自動調整モードは手動調整モードよりも感度が鋭敏で、精度の良い測定ができます。 

 － （感度／選択）を押すと受信感度が７０％に自動調整されます。 

１００％と表示されても、感度の最大点が１点となるように、感度調整を繰り返してください。 

 100%  が表示されたとき 

または感度が小さいとき 

  感度／選択  を押します 

 PUSH GAIN  が 

 表示されたとき 

 注意: 100% が直上ではありません。最大感度点を探査してください。  

連続深度測定をご利用される際の注意 

連続深度測定は、「ルート探索しながら埋設状態の確認する」、「深度は目安程度に判ればよい」など 

手早く位置測定を行うことを目的とした探索をされる場合に、非常に有効です。（６－６．参照） 

しかし、精密深度測定（７．参照）のように差動コイルを使用した精密測定ではありませんので 

間接法使用時や、屈折して埋設された箇所では誤差が大きくなります。最小法の場合も同様です。 

用途に応じて、深度測定方法を使い分けてください。 
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最小法は受信感度の最小点と方向指示で埋設物を探索する測定方法です。素早く簡単な操作が

可能です。 

６－２．最小法 

最小法を選択 

します  

① 最小法の開始 

  測定方法   

 を押します 

最小法の特徴 

・感度が自動で調整されますので、長距離のルート探索に 

 最適です。 

・最小法は最大法と比較して測定精度は劣ります。しかし、 

周囲の金属物から受ける影響は最大法よりも少ないため、 

ガードレールや金属壁付近の探索に向いています。 
 

（注意）間接法送信の場合は送受の間隔を十分とらないと、 

測定誤差が大きくなります。 

 

  40   30  150 

直上位置で両側に矢印が 

表示されます 

矢印方向に移動します 

③ 埋設位置の探索 

 550  100 

ブザー音で直上を

知らせます 

 340  300 

 ピッ 
範囲外の時は感度の 

数値が点滅します。 

（誤測定防止機能） 

深度とほぼ同じ距離 深度とほぼ同じ距離 

埋設管路 

② 埋設方向の探索 

 

 下図のように画面の埋設方向指示に従って、受信器

のひねり方向を中央に合わせます。 

  埋設方向  

範囲外の時は感度の 

数値が点滅します。 

（誤測定防止機能） 

矢印方向に移動します 

1.7ｍ 

2.3mA 

連続深度と電流指数が 

自動で表示されます 

最小法をご利用される際の注意 

最小法は差動コイルを使用していないため、間接法使用時や、屈折して埋設された箇所では誤差が大きく

なります。位置精度を必要とされる場合は、最大法または全測定のバーグラフを使用してください。 
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６－３．最大法 

最大法は差動コイルを使用して最大感度点を探索する方法です。 

① 最大法の開始 

  測定方法   

 を押します 

最大法を 

選択します  

最大法の特徴 

・バーグラフと数値で差動コイルの感度を表示する 

シンプルな測定方法です。 

・間接法や外部コイルの送信点が近距離にある場合 

などの測定に有効です。 

 

（注意） 

最大法にはゴーストカット機能がありませんので 

最大感度地点の確認を幅広く行ってください。 

 

② 埋設方向の探索 

 

 
下図のように受信器をひねり、受信感度が最大となる 

方向を探してください。 

  埋設方向  

  0% 

 30%  5% 

  0% 

 70%  6% 

受信感度が最大となる位置、

方向が埋設管路の直上です 

③ 埋設位置の探索 

 

 30%   

深度とほぼ同じ距離 深度とほぼ同じ距離 

 70%  

④ 受信感度の調整 

  － 、 ＋  ボタンで調整します。  

詳細は全測定の「受信感度の調整」を参照ください。 
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① 測定モードの設定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 測定モードの設定値と測定方法・周波数 
 

設定 表示 測定機能 周波数 機能説明 

モード１ －１－ 全ての測定方法 全ての周波数 初期設定です 

モード２ －２－ 全ての測定方法 

80kHz 

38kHz 

9.5ｋHz 

送信器との組み合わせのみで測定される

お客様にお勧めします 

モード３ －３－ 
最小法 

最大法 

80kHz 

38kHz 

9.5ｋHz 

埋設物探知器の使用方法に慣れており、

素早い操作を求められるお客様にお勧め

します 

 

  ③ 電源起動時の画面にモード設定値が表示されますので、確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６－４．測定機能の選択 

用途に合わせて、必要な測定機能を選択する便利な機能です。 

３段階の測定モードがあります。 

位置測定の画面で 

 測定方法  を 

３秒間押し続けます。 

測定モードの設定画面が 

表示されます。 

 － （感度/選択） 

を押して モードを 

選択します。 

時刻表示です 

測定モードが 

－２－に設定されています 

電源起動時の画面 

再度、 測定方法  を 

押すと通常測定に戻ります。 

１） 
 

２） 
 

３） 
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① ノイズ測定の起動方法 

 

 

 

 

       ※ノイズ測定は ＋ ボタンを押している間のみ表示します。 

 

② ノイズ値の計算式 

 

 

 

     ※ノイズと信号が同等のとき、ノイズ値は１０％となりますので、１０％がノイズ大小の目安となります。 

 

③ ノイズ値の利用方法 

   間接法や直接法を使用しているとき、遠隔操作機能を使用して周波数を切り替えながらノイズ値を測定すると 

最も適している周波数を選択できます。（遠隔操作方法は「９．送信器の遠隔操作」を参照ください） 

    下図の例では 38kHz が最もノイズ値が低く、この現場に合っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６－５．ノイズ測定 

測定環境のノイズと送信信号の状態を確認する機能です。周波数の選択や測定値の信頼性

確認に有効な機能です。 

周波数：８０ｋＨｚ、３８ｋＨｚ、９．５ｋＨｚ、５１２Ｈｚで使用できます。 

 

 ＋  （ノイズ／記録） 

を１秒間以上押し続けます。 

ノイズ値の表示に 

切り替わります。 

 

 

全受信信号（ノイズ） 
 
測定帯域の信号（信号） 
 

１００（％） 
 

ノイズ値 ＝ 

周波数：80kHz 

ノイズ値：7.6% 

 
周波数：38kHz 

ノイズ値：2.0% 

 

周波数：9.5kHz 

ノイズ値：4.2% 

 

遠隔操作で送信器の 
周波数を切替します 

送信器からの 
誘導電流 

信号の磁界 

周囲のノイズ 
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① バイブレータ機能の設定方法 

 

 設定  ボタンを、「VIB」と表示されるまで押します。 

 

 

 

 

 感度  ボタンを押して、バイブレータの動作の設定をします。 

 

VIB  On-1：感度30%以上でバイブレータ動作 

VIB  On-2：感度60%以上でバイブレータ動作 

VIB  OFF ：バイブレータは動作しません。 

 

◎設定の目安 

・On-1：埋設ルートをトレースする場合など、広い範囲でバイブレータを動作させたいとき。 

・On-2：埋設位置を絞り込みたい場合など、狭い範囲でバイブレータを動作させたいとき。 

※感度調整 (GAIN)の設定がMANU の場合はVIB On-1、AUTO の場合はVIB On-2 を推奨します。 

（感度調整の詳細は６－1．④を参照） 

 

② 受信感度とバイブレータの動作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６－６．バイブレータ機能 

受信感度が設定値以上になったときに振動モーターを動作させて、直上付近であることを

振動で伝えます。騒音が多い場所や交通量の多い場所で作業するときに有効な機能です。 

最大法と全測定で使用できます。最小法では使用できません。 

周波数は８０ｋＨｚ、３８ｋＨｚ、９．５ｋＨｚで使用できます。 

 

  感度  で設定します。 

  設定  を押します。 

 受信感度30％ 

 受信感度60％ 

受信感度が設定値以上に 

なると振動を開始します 受信感度が下がる時は設定値 

以上でも振動は停止します 

 埋設物 

VIB ON-1 振動 

 VIB ON-2  振動 

 振動中は画面中央に 

▲を表示します。 
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７． 精密深度測定 

差動コイルを使用した精密な深度測定を行います。 

深度 

管の中心 

受信器先端 

① 深度測定 

  正確な直上位置で、 深度 を押してください。  

深度測定中は 

受信器を動かさ

ないでください 

 間接法送信では 

  0-5m  ﾓｰﾄﾞに 

 設定してください。 

 

深度の測定結果は、受信器の先端から管の中心 

までの距離になります。 

90 

OK 

傾斜した場所では重力

方向へ向けます。 

90  ゚

測定時は受信器先端を固定し、大地に垂直にした 

状態を保ってください。 

斜面では水準器で姿勢を確認してください。 

 

  

② 深度測定結果 

深度結果 

 

深度モード表示の後に

測定値を表示します 

異常終了の場合 

   OVER    （出力下げる） → 受信信号が大きすぎます。送信器出力を下げてください。 

間接法の場合・・・・・送信器と受信器の距離を離してください。 
 

    LOW     （出力上げる） → 受信信号が小さすぎます。送信器出力を上げてください。 

出力が最大の場合は・・・・ 

1) 送信器の電池残量の確認、受信器と送信器の周波数が同じか確認 

2) 間接法送信    ・・・設置方向（埋設方向に対して直角）の確認。 

            設置場所の移動 

3) 外部コイル送信・・・取付位置、向きの確認。取付場所の移動 

4) 直接法の場合 ・・・クリップの接続を確認 
 

    ERR       - - -   （測定エラー／ERROR） → 深度測定時の信号状態が異常です。 

測定した場所が目的管路の直上ではありません。 

また周囲に測定に影響する構造物や車両がある場合も表示されます。 

位置測定の再確認を行い、周囲の影響が少ない場所で測定してください。 
 

   5.—-m      30.—-m    → 深度測定結果が５．５ｍ／３０ｍ以上です。 

 

正常終了の場合 

電流指数 

深度測定値と信号感度から求めた 

信号の電流値です。 
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８． 測定データの記録 

① 測定データの記録 

データ番号 

  感度  を押します 

深度測定の後、測定値を表示している状態で 

 記録  を押すと、結果が記録されます。 

記録しない場合 

 記録  を押します 

データが記録されます 

深度、電流指数、測定の年月日、時間、 

周波数 を記憶します。 

 

位置測定に戻ります 

データを記録する場合 

表示が切り替わります 

測定データ記録方法には、次の２通りがあります。 

１）受信器内に測定データを記録する方法。 

受信器内には深度測定データを４００件記録できます。 

記録したデータは、後でスマートフォンに転送することができます。 
 

２）測定毎にスマートフォンにデータを転送する方法 

スマートフォンの地図表示機能を利用するためには、この方法をご使用ください。 

受信器内に記録した測定データをスマートフォンにデータ転送する方法は

「８－３．受信器内の記録をスマートフォンに転送する方法」を参照して

ください。 

８－１．受信器内に測定データを記録する方法 
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② 記録データの表示  受信器のみでデータを確認できます 

照明（LITE）の設定画面に 

なります。 

  設定  を 

押します 

最後に記録したデータが表示されます。 

深度 

データ番号 
 記録  を１秒間 

押します。 

  押し続けます。 
３）  ＋ （ノイズ／記録）を押すとデータ番号は上がり、 

  － （感度／選択）を押すとデータ番号は下がります。 

４） データを表示させて  深度  を押すと、深度→月日→時間の順に切替ります。 

※２秒経過すると自動で切替ります 

③ 記録データの消去 

データ件数により消

去に数秒かかります  周波数  を２秒間押します 消去を開始します 消去完了 

本操作を行うと全ての記録データが完全に消去されます。   注 意 

④ 測定モードへの復帰 

 位置測定に戻ります 

  設定  を押します 

スマホとの接続画面

になります 

再度  設定  を 

押します 

１） 

２） 
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８－２．測定毎にスマートフォンにデータ転送する方法 

3) スキャンアイコンをタップして 
表示された機器リストから 
“MPL R xxxxxxxx”を選択します。. 

 

 

1) 受信器の 設定 を押して、
スマートフォンとの接続
状態を表示します。 

2) ＭＰＬ用アプリを起動して   
 受信器  を選択します。 

 

ペアリングに成功すると 
受信器の表示は “On” に
なります。 

4) ペアリングが完了すると下図のような画面に切替ります。 

1) 受信器で深度測定します。 

深 度 

2) 深度結果の表示状態で 

  設定 を押します。 

接続“ ON” を
確認します。 

3) アプリの  データ受信  をタップす
ると測定データがスマートフォンに
転送されます。 

① 最初にスマートフォンと受信器をペアリングします。 

② 深度測定後にデータをスマートフォンに転送します。 

データ記録の際に、
スマートフォンの
位置情報も同時に
記録します。 

スキャンアイコン 
. 

 

 
設 定 

5)  設定  を押して位置測定に

戻ります。 

設 定 

設 定 

4) 転送が完了すると画面に測定データが表示されます。 

測定データ 

. 
 

 

5)  設定  を押して位置測定に

戻ります。 

設 定 

“データを受信しました”  

と表示されます。 

 



- 30 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

８－3．受信器内の記録をスマートフォンに転送する方法 

① 測定データの記録 

８－１．の手順のようにして、深度測定後に記録を押して、受信器内に測定データを記録します。 

② データの転送前にスマートフォンと受信器をペアリングします。 

８－２．の手順のようにして、受信器とスマートフォンをペアリングします。 

③ スマートフォンにデータを転送します。 

3) 受信器の位置測定表示から 

  設定 を押します。 

接続“ ON” を
確認します。 

設 定 

1) アプリの  データ受信  を

タップします。 

2) 画面下の  受信器  をタップすると、“設定ボタンを押して Bluetooth 接続

状態画面を開いてください”と表示されます。 

4) ”OK” をタップします。 2) 画面下に“ログデータ受信完了

しました”と表示されます。 

“OK” を 

タップします。 

 

この方法の場合、スマートフォンの位置情報が記録されないため、マップ
表示などのアプリ機能が使用できません。 注 意 

スマートフォン用アプリには、ここでは説明していないマップ表示、編集や出力など

の機能があります。 

その他、詳細説明につきましては、アプリ用の取扱説明書を参照してください。 
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９． 送信器の遠隔操作 

離れた場所の送信器をスマートフォンから簡単に操作できます。送信器の状態も確認できます。 

通信可能距離は最大で８０ｍ*です。（＊周囲の環境やスマートフォンの機種より変化します） 

3) スキャンアイコンをタップして 
表示された機器リストから 
“MPL T xxxxxxxx”を選択します。. 

 

 

1) 送信器の電源を
ON にします。 

2) ＭＰＬ用アプリを起動して  
送信器  を選択します。 

 

4) ペアリングが完了すると下図のような画面に切替ります。 

スキャンアイコン 
. 

 

 
電 源 

① 最初にスマートフォンと送信器をペアリングします。 

 

38kHz 9.5kHz 80kHz 

512Hz 9.5&38k CD 

周波数 

現在の周波数: 

5) 送信器の遠隔操作方法 

 

現在の出力: 

出力 

詳細についてはアプリ用の取扱説明書を参照してください。 

周波数ボタンを押すと

送信器の周波数が切り

替わります。 

▲ボタン：出力が上がります 

▼ボタン：出力が下がります 
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受信器だけで埋設物を探索する簡易測定方法です。 

１０． 送信器を使用しない探索 

■ 電力線の探索 

電力線から常時発生している 50Hz 又は 60Hz の磁界を測定します。 

 

ガス管に使用されている防蝕用電流を測定します。防蝕用電流からは電力線の 

周波数を２倍した周波数（ 100Hz / 120Hz ）の磁界が発生しています。 

60Hz 50Hz 

■ ガス管の探索 

■ 自然磁界（ラジオ波） 

自動サーチ機能の使用方法 

   ① 全周波数帯のサーチ 

        ラジオ波（RAD）での探索時は、まず最も感度の大きい周波数を自動サーチ機能で選択します。 

     周波数  RAD  で、 感度  を約１秒押し続けるとサーチが開始されます。 

サーチ開始 サーチ終了  

自動選択した最大 

感度の周波数 

探索開始 

② 周波数帯を分けてサーチする方法 

  サーチの途中で  感度  を押すとサーチを中断します。  

    再度サーチを行うときは、中断した周波数からサーチを開始します。 

  この機能を利用すると、周波数帯の異なるケーブルを区別して探索することが出来ます。 

 周波数 を押して  POW  を選択してください。(50//60Hz 共用です) 

 周波数 を押して  120Hz  を選択してください。(100/120Hz 共用です) 

現場周辺にあるラジオ波や様々なノイズを、周波数9kHz～33kHz の間で測定します。 

 周波数 を押して  RAD  を選択してください。 

サーチ開始 サーチ中断・探索開始  感度 を押す 

中断した時点での 

最大感度の周波数 
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１１． 自己診断機能 

機器の正常／異常を自動でチェックする機能です。 

機器の使用前点検等にご利用ください。 

受信器内部で基準信号を発生させて、9.5kHz、38kHz、80kHz の感度などをチェックします。 

① 電源起動後の画面（バージョン、時刻表示）のとき 周波数 を押すと、自己診断を開始します。 

 

 

この機能は、測定精度を保証するものではありません。 

機器の校正が必要な場合は弊社までご連絡ください。 
注 意 

■ 受信器の自己診断 

表示がすべてＯＫとなれば 

機器は正常です。 

電源をOFF にしてください。 

送信器の電源は必ずOFF にしてください。 

周囲５０ｃｍ以内に金属製の机や棚などが無い場所で行ってください。 

テレビやエアコンなど電磁ノイズを発する機器の無い場所で行ってください。 

結果がOK にならない場合、念のため場所を変えて再測定してください。 

注 意 

■ 送信器の自己診断 

送信器の送信出力と測定機能（出力電流、電圧測定、抵抗測定）の精度をチェックします。 

① 送信器の出力端子には何も接続せず、間接法の状態にします。 

② 電源起動後の電池残量表示のときに 周波数 を押すと、自己診断を開始します。 

【注意】出力端子に外部コイルなどが接続されていると自己診断は開始しません。 

 

 

 

送信器は周囲に金属の無い場所に置いてください。 

特に作業机などは鉄板が使用されていますので、注意してください。 

結果がOK にならない場合、念のため場所を変えて再測定してください。 

注 意 

表示がすべてＯＫとなれば 

機器は正常です。 

電源をOFF にしてください。 

■ 診断結果が NG となった場合 

① 周囲に金属物（床下、壁にも注意）、電気製品、車両などが無い場所で、再確認してください。 

② 極端に寒い場所や暑い場所に機器が置かれていた場合も異常となる場合があります。そのような場合は 

環境を変えて再確認をお願いします。 

③ 再確認で改善しない場合は、弊社までご連絡ください。 
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１２． 外部受信センサ（オプション） 

ガードレール等の障害物により受信器本体で探索できない場所では、外部受信センサを 

使用します。 

目的に応じて周波数を 

設定してください 

受信器の 

コネクタに接続 

受信コイル位置 

（先端より黄線まで） 

② 送信器の設定 

③ 位置測定方法 

外部受信センサを左右に動かして、 

最小感度となる場所を探索します。 

受信感度 

管路 

金属板の真横 

を避けます。 

金属の影響を減らす為、先端の受

信コイル部をパイプ、フェンス等

から避けて探索してください。 

受信コイル 

 

 
画面にコネクタマークが 

表示されます 

① 受信器の設定   

全ての周波数で使用できます。測定は最大法の位置測定のみで、深度測定はできません。 

全ての間接法、外部コイル法、直接法が使用できます。 

受信器と同じ周波数に設定します 
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１３． Ｖ管探索プローブ（オプション） 

① 受信器の設定 

プローブと同じ周波数に設定した後、プローブ探索のモードに切り替えてください。 

  設定  を押して設定画面にして、さらに  設定  を押してプローブ設定画面まで進めます。 

 － （感度/選択） 

を押して  PRB On  

を選択します。 

LITE SPK DEP GAIN PRB 

 設定  を押して 

測定に戻ります。 

② Ｖ管探索プローブの仕組み 

内部に磁界を発生させるコイルが入っています。 

磁界の向きは管路方向と同じとなるため、通常測定の向きと異なり、

直角方向で測定します（下図参照）。 

また深度の測定方式も異なるため、必ず上記の設定を行ってください。 

磁界 

 

コイル 

プローブの表示 

全測定、最大法の場合 

感度のピークが３カ所現れます。 

中央の一番感度の大きいところが 

Ｖ管探索プローブの直上位置です。 

位置測定（管路の左右方向） 位置測定（管路埋設方向） 

全測定、最大法を使用してください。 

最小法は左右方向を測定できません。 

下図のように受信器は管路に対して 

直角の方向を向けて使用します。 

最小法の場合 

直上付近では直上の方向に矢印が 

表示されます。直上から離れると、

受信感度の数値が点滅して矢印が

逆に表示されます。 

深度測定 

位置測定した場所で 

  深度  を押します。 

深度結果 

※電流指数はありません。 

BLE 

③ 位置測定、深度測定 

（注意）本設定は、深度測定の計算方法をV 管探索プローブに合わせるために行います。 

位置測定には影響ありません。 

 

非金属管の探索にV 管探索プローブを使用するとピンポイントで測定ができます。 
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１４．探索例と測定の注意点 

 

 

③連続深度測定の利用方法 

 1.5m  2.2m  1.7m 

屈折した箇所で、左右矢印、埋設方向、 

連続深度値が変化します。 

埋設管路 

埋設物の深さが変化した箇所をリアルタイムで

検知することができます。 

 

1) 屈折した管路の探索 

連続深度値が深くなっています 

 

左右と埋設方向が傾いています 

①全測定の場合 

 
 

②最小法の場合 

 
 

埋設管路 

埋設管路 

最小法は素早く位置を探索できる便利な機能ですが 

屈折した埋設物の探索では位置誤差が生じやすく 

多くの場合、屈折方向と逆の方向に外れます。 

 

位置精度が必要な場合では、最大法または全測定の 

バーグラフを使用して測定ください。 探索位置が 

直上から外れる 
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2) 多条管路の探索 

 
 

空き管路 

ロケーティングロッドまたはワイヤー等を

空き管路に挿入して探索します。 

V 管、鋼管のどちらでも通線して探索可能

です。 

深度測定値 

通線した管路の位置と深度を

測定します。 

 

点線で囲まれた位置の管路に

は反応しません。掘削工事の

際は、注意してください。 

送信器 

（直接法送信） 

②間接法で探索する場合 

 
 

鋼管 

送信側 

非金属管 
深度測定値 

受信側 

測定の位置は鋼管

の中央になります。 

測定の位置 

（間接法送信） 

◎磁界は全ての鋼管に誘導電流を 

発生させます。 

 

①直接法で探索する場合 

 
 

◎受信感度は通常よりのなだらかな

変化となります。 

 

鋼管１本の 

受信感度 

 

鋼管３本の 

受信感度 
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ガードレール近辺での測定は誤差が 

生じる場合があります。 

２ｍ以上離す 

横断歩道橋 

１ｍ以上離す 

金属フェンス 

ガードレールの切れ目で測定すれば 

正確に測定できます。 

受信する場所に切れ目がない場合は、最小法や外部

受信センサを使用すると、位置測定の誤差を少なく

できます。 

3) 現場付近の道路附帯物と測定方法 

 
 ①ガードレール付近の測定 

 
 

②フェンス、横断歩道橋付近の測定 
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車両から２ｍ以上離す 

 OK ! 

 OK ! 

車両が通過する合間であれば 

測定できます。 

電車が近づいたら測定を中止してください。 

Stop! 

 OK ! 
軌道からは２ｍ以上離してく

ださい。 

③交通量の多い場所での測定 

 
 

④鉄道付近の測定 
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③ アルカリ乾電池に入っている液は金属を腐食させるため、端子部分にはステンレススチールが使用され

ています。このステンレススチールには通電後に電気を通さなくする膜ができやすいため、次のような

症状が出る場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

このような場合、下図のようにして電池の膜を取り去りますと正常に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
★あまり使用していないのに電池残量が少ない 

 

★送信器の移動や設置時に、突然電源が切れる 
 

① 本製品を使用された後、長期使用されないと

きは乾電池を外してから保管してください。 

乾電池からの液漏れにより故障の原因とな

ります。 

 

② 機器から取り出した電池ボックスは 

金属物の近くに保管しないでください。 

端子のショートにより、発火、やけど、 

故障の原因となります。 

 

外部コイル等のコネクタ

部分でショートする場合

があります。 

 

電池ボックスの中で電池を転がして 

端子同士をこすり合わせてください。 

端子が黒く汚れているときは、プラスと 

マイナスの両端子を乾いた布で拭いて 

ください。 

１５． 乾電池の取り扱いについての注意 



- 41 - 
 

 

 

 

 

項   目 規    格 

受信周波数 周波数（80kHz、38kHz、9.5kHz、850Hz、512Hz）に対して±２％ 

 RAD (自然磁界) : 9k～33kHz（８０バンド） 

POW : 電力線探索用（50Hz/60Hz 共用） 

120Hz 

CD 

: ガス管探索用（100Hz/120Hz 共用） 

: 電流方向表示機能用 

電  源    単三アルカリ乾電池×６本 （6V～9V）  

連続動作時間 標準１８時間 （２０℃）、 ※常時電池残量を連続表示 

位置測定 全測定、最大法、最小法 

深度測定 精密測定１）  範囲：０～５ｍ（差動法コイル） ※起動時は0～5m に設定 

 精密測定２）  範囲：０～３０ｍ（和動法コイル） ※5m 以上の深度を測定 

 連続深度測定  範囲：０～９．９ｍ（和動法コイル） 

電流測定 埋設物に流れる信号電流をｍＡで表示（深度測定時） 

デジタル水準器 受信器の傾きを画面表示 

表示器 カスタム液晶表示器（数字、英文字、バーグラフ）、バックライト付き。 

スピーカー音 内蔵スピーカーより出力。音量調整機能付き。 

動作温度 －２０℃～＋５０℃ 

寸法、質量 寸法：660130270mm、質量：約 2.1kg、 

防水規格 ＩＰ５４ 

構造の材質 耐衝撃性ＡＢＳ、本体色：黄色、取手：濃紺 

自己診断機能 80kHz、38ｋHz、9.5kHz の各受信コイルの感度を自動診断。※機器の校正はできません。 

ノイズ測定機能 環境のノイズ量を測定し送信信号量との比を表示。 

データ記録機能 最大４００件の深度／電流指数／測定日時を記録。 

通信機能 スマートフォンとの通信によりデータ管理と印字が可能。 

外部のGPS/GNSS との接続により高精度の位置情報の取得も可能（オプション）。 

バイブレータ機能 振動モーターを内蔵。最大法の受信感度が設定値以上の時、振動で通知する。 

外部入力端子 外部受信センサ（オプション）接続用。 

外部出力端子 イヤホン（オプション）接続用。 

 

 

 

項  目 
規         格 

深さ ２ｍ 深さ ３ｍ 深さ ５ｍ 

位置精度 位置±４㎝ 位置±6 ㎝ 位置±8 ㎝ 

深度精度 深度±2.5% 深度±5% 深度±10% 

  

１６． 製品仕様 

■ 受信器 

■ 測定精度 
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項   目 規       格 

送信周波数 80kHz    :78.125kHz0.02% 

 38kHz    :38kHz0.02% 

 9.5kHz   :9.5kHz0.02% 

 512Hz    :512Hz0.02%    （直接法のみ） 

 同時出力 

CD 

:9.5kHz+38kHz   （直接法のみ） 

:9.5kHz+512Hz   （直接法のみ） 

送信出力 最大5W  ※直接法の自動出力調整機能付 

送信方法 間接法、外部コイル法、直接法  ※コネクタ接続の自動認識機能付 

電  源    単一アルカリ乾電池×８本 （8V～12V） 

電池残量 バーグラフと％で残量表示  電源切り忘れ機能付 

連続動作時間 ５０時間／直接法（５ｍA 出力、２０℃時） 

２０時間／間接法・外部コイル法（５０％出力、２０℃時） 

１０時間／各送信方法の最大出力時（２０℃時） 

表示器 液晶表示器（英数字、バーグラフ）、バックライト付き 

AC 測定機能 AC0V～250V (25V 以上で警報音) 

アース確認機能 直接法送信時のアース接続良否をバーグラフで確認可能 

スパーク防止機能 直接法の出力を監視して、不要な出力電圧を抑制します。 

自己診断機能 間接法出力、直接法出力、測定機能を自動診断。 ※機器の校正はできません。 

遠隔操作機能 スマートフォンの専用アプリで周波数と出力等を操作可能。 

動作温度 －２０℃～＋５０℃ 

寸法、質量 最大  261314110mm、/ 収納時 227314110mm、質量：約 3.6kg 

防水規格 ＩＰ５４  

構造の材質 耐衝撃性ＡＢＳ、本体色：黄色、取手・電池蓋：濃紺 

 

 

 

項   目 規       格 

通信規格 Bluetooth®5.2 (Bluetooth® Low Energy) 

通信距離 最大8０ｍ ただし周囲に障害物やノイズ発生源がない場合 

 

 

■ 送信器 

■ 通信関連 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
862-080  2025.6 

本        社 〒462-0041 愛知県名古屋市北区浪打町 1-44 TEL: 052-915-1111 
    

岩 倉 工 場 〒482-0041 愛知県岩倉市東町江東 10-1 TEL: 0587-37-7771 
    

ホームページ https://www.takachiho-sc.co.jp 

 




